
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

活
性
化
へ
の
支
援
は

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
4
月
よ
り
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
と
名
称
変
更
さ
れ
る

が
、
活
性
化
に
向
け
た
市
の
取
り
組

み
は
ど
う
か
。

役
員
の
負
担
軽
減
を
図
る
と
と

も
に
、
市
の
広
報
や
高
齢
者
が
集
ま

る
事
業
な
ど
で
P
R
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
入
会
者
と
非
入
会
者
が

交
流
す
る
企
画
に
つ
い
て
、
今
後
意

見
交
換
し
て
い
き
た
い
。

子
育
て
支
援
の
施
策
は
十
分
か

保
育
園
の
待
機
児
童
は
解
消
さ

れ
た
か
。
ま
た
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
受
入
態
勢
は
ど
う
か
。

本
年
度
当
初
の
待
機
児
童
は
18

人
で
、
次
年
度
当
初
は
さ
ら
に
減
少

す
る
見
込
み
で
あ
る
。
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
入
所
児
童
数
は
増
加
傾
向

に
あ
る
が
、
受
入
態
勢
は
整
っ
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。

ク
ラ
ウ
ン
メ
ロ
ン
マ
ラ
ソ
ン

へ
の
対
応
は

来
年
は
第
25
回
記
念
大
会
と
な

り
、
走
行
コ
ー
ス
の
認
可
や
盛
り
上

げ
に
一
層
の
協
力
を
求
め
た
い
が
、

市
の
対
応
は
ど
う
か
。

警
察
及
び
関
係
機
関
と
の
コ
ー

ス
の
協
議
や
、
市
民
へ
の
周
知
に
最

大
限
支
援
し
て
い
き
た
い
。
花
火
と

並
ぶ
本
市
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
と
な

る
よ
う
、
市
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

寺
田 　

守 

議
員

定
員
適
正
化
計
画
に
よ
る

正
規
職
員
削
減
は
問
題

平
成
17
年
度
か
ら
22
年
度
ま
で

の
削
減
目
標
と
実
績
は
。
ま
た
、
そ

の
理
由
は
ど
う
か
。

平
成
17
年
度
か
ら
22
年
度
ま
で

の
6
年
間
で
は
、
一
般
職
員
の
削
減

目
標
51
人
に
対
し
、
23
人
の
減
員
で

目
標
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の

理
由
は
、
県
か
ら
の
権
限
委
譲
や
関

係
機
関
へ
の
職
員
派
遣
、
計
画
策
定

後
に
発
生
し
た
事
務
事
業
な
ど
で
あ

る
。

正
規
職
員
の
削
減
が

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に

ベ
テ
ラ
ン
職
員
の
大
量
退
職
に

よ
る
経
験
の
引
き
継
ぎ
、
嘱
託
職
員

増
に
よ
る
正
規
職
員
の
負
担
増
、
新

規
採
用
抑
制
に
よ
る
年
齢
構
成
の
歪

み
な
ど
問
題
が
な
い
か
。

組
織
機
構
の
見
直
し
を
行
い
、

適
切
な
人
員
配
置
を
し
て
い
る
。

技
術
職
員
は
特
別
に

枠
を
設
け
て
採
用
す
べ
き

土
木
・
建
築
の
技
術
職
員
が
不

足
し
、
業
務
に
支
障
が
出
て
い
る
。

特
別
に
枠
を
設
け
採
用
し
、
計
画
的

な
養
成
を
行
う
べ
き
で
は
。

採
用
に
あ
た
り
、
業
務
量
の
把

握
は
も
と
よ
り
、
年
齢
層
の
バ
ラ
ン

ス
も
考
慮
し
て
い
る
。
対
象
年
齢
の

拡
大
や
経
験
者
を
対
象
と
し
た
採
用

の
検
討
な
ど
、
継
続
的
、
計
画
的
な

採
用
に
努
め
た
い
。

高
橋 

美
博 

議
員

盛り上がりを見せるクラウンメロンマラソン

職員削減の基となる定員適正化計画

市議会だより
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